
す
ゝ
め

Vol.07
February 2019

患
者
さ
ん
と
慶
應
義
塾
大
学
病
院
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

K E I O
U N I V E R S I T Y

H O S P I T A L

C o m m u n i c a t i o n 
M a g a z i n e

ご 自 由 に
お持ちください

広報誌タイトル「すゝめ」とは
タイトルは明治5年から9年にわたって出版された17編を数える
福澤諭吉の大ベストセラー『学問のすゝ め』に因んでいます。

放射線診断科は、負担の少ない画像検査で病気を早期に発見すること、

画像をガイドに負担の少ない手法で病気を治療することを目指しています。

現場では放射線科医、診療放射線技師、看護師がチームとして連携し、

患者さんに優しい医療を提供しています。

患者さんの負担軽減を目指して

2018年、慶應看護は
開設100年を迎えました



放射線診断科 医師

陣
じ ん

崎
ざ き

 雅
ま さ

弘
ひ ろ

画
像
検
査
の

最
適
化
を
目
指
し
て

放
射
線
診
断
医
は
、
①
効
率
の
よ
い
最
適

な
画
像
検
査
の
組
み
立
て
を
主
治
医
に

提
案
し
、
②
患
者
さ
ん
の
病
態
に
合
わ
せ

た
最
適
な
撮
影
法
の
指
示
を
出
し
、
③

検
査
の
安
全
を
監
督
し
、
④
撮
影
さ
れ

た
画
像
に
対
す
る
病
気
の
診
断（
読
影
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

効率的な画像検査と
精度の高い画像診断の提供
～病院全体の質の向上に貢献する～

放
射
線
診
断
科
に
は
、
大
き
く
二
つ
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、
X
線
・
超

音
波
・
C
T
・
M
R
I
・
P
E
T
な
ど
の

画
像
検
査
に
関
し
て
、
負
担
が
少
な
く

効
率
の
良
い
検
査
を
組
み
立
て
、
病
気

の
早
期
発
見
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
も

う
一
つ
は
、
X
線
や
C
T
な
ど
の
画
像

を
ガ
イ
ド
と
し
た
治
療
（
I
V
R
）
で

す
。
こ
れ
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
を
体

内
に
挿
入
し
、
臓
器
の
機
能
を
温
存
し

な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
負
担
を
少
な
く

し
て
完
治
を
目
指
す
手
法
で
す
。
2
月

4
日
に
I
V
R
部
門
（
血
管
造
影
セ
ン

タ
ー
）
が
1
号
館
へ
移
転
し
、
よ
り
充
実

し
た
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

が
ん
へ
の
放
射
線
照
射
は
、
放
射
線
治

療
科
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

画
像
検
査
・
I
V
R
の
現
場
で
は
、
放

射
線
診
断
医
、
診
療
放
射
線
技
師
、
看

護
師
が
チ
ー
ム
と
し
て
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
い
、
安
心
、
安
全
な
医
療
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

精
度
の
高
い
画
像
診
断
を
行
う
に
は
、
最

適
な
画
像
検
査
が
必
要
で
す
。
画
像
診

断
は
他
の
医
療
分
野
と
比
べ
て
進
歩
が
速

い
領
域
で
す
。
例
え
ば
C
T
や
M
R
I

は
こ
の
15
年
で
、
2
次
元
の
横
断
像
か
ら

3
次
元
の
立
体
像
へ
、
そ
し
て
時
間
軸
が

加
わ
っ
た
4
次
元
で
の
動
態
評
価
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
こ
の
間
に
も

放
射
線
被
ば
く
の
低
減
、
撮
影
の
高
速

化
な
ど
多
く
の
新
技
術
が
登
場
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
進
歩
に
応
じ

て
最
適
な
画
像
検
査
を
組
み
立
て
て
い

く
こ
と
は
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
常
に
最
先
端
の
機
器
や
検
査

法
を
取
り
入
れ
、
患
者
さ
ん
の
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
入
院
が

必
要
な
画
像
検
査
を
外
来
で
行
え
る
検

査
に
置
き
換
え
る
、
数
種
類
を
組
み
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
た
検
査
を
、
情
報
量
の

多
い
画
像
検
査
を
導
入
し
一
つ
に
ま
と
め

る
、
高
速
撮
影
に
よ
る
検
査
時
間
の
短

縮
、
被
ば
く
低
減
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
な
ど
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
最
新
技
術
の
開
発
に
も
、
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

画
像
診
断
を
通
し
て

全
診
療
科
を
サ
ポ
ー
ト

放
射
線
診
断
医
の
最
も
大
き
な
役
割
の

一
つ
は
、
撮
影
さ
れ
た
画
像
に
対
し
て
病

気
の
診
断（
読
影
）
を
行
う
こ
と
で
す
。

ほ
ぼ
全
て
の
診
療
科
の
画
像
診
断
を
す

る
た
め
、が
ん
、感
染
症
、血
管
病
変（
動

脈
硬
化
）、
変
性
疾
患
、
遺
伝
性
疾
患
、

自
己
免
疫
疾
患
な
ど
あ
ら
ゆ
る
疾
患
を

対
象
に
、
全
身
を
診
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
良
い
治
療
に
は
、
正
し
い
診
断
が

不
可
欠
で
あ
り
、
判
断
の
難
し
い
症
例
で

は
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
主
治
医
と
治
療
方

針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
と

直
接
接
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
は
読
影
を
通
し
て
治
療
方
針
の
決

定
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

当
院
の
放
射
線
診
断
医
は
高
い
読
影
能

力
を
も
ち
、
さ
ら
に
当
科
は
全
領
域
に

対
応
で
き
る
診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
画
像
診
断
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る
診

療
科
を
サ
ポ
ー
ト
し
、「
病
院
全
体
の
質

の
向
上
に
貢
献
す
る
」
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー

で
す
。

February 2019 ISSU
E  /  Vol.07

す
ゝ
め

す
ゝ
め

0203

February 2019 ISSU
E  /  Vol.07

効
率
的
な
画
像
検
査
と
精
度
の
高
い
画
像
診
断
の
提
供

効
率
的
な
画
像
検
査
と
精
度
の
高
い
画
像
診
断
の
提
供



診
療
の
真
髄
で
す
。
血
管
造
影
セ
ン
タ
ー

は
そ
の
重
要
な
パ
ー
ト
を
担
っ
て
い
ま
す
。

脳
血
管
の
分
野
で
は
、
脳
梗
塞
、
脳
動
脈

瘤
・
動
静
脈
瘻
、
頚
動
脈
狭
窄
な
ど
の
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
規

血
管
造
影
装
置
の
導
入
に
よ
り
、
急
速
に

広
ま
っ
て
き
て
い
る
血
栓
回
収
療
法
、
最
新

デ
バ
イ
ス
に
よ
る
最
先
端
の
脳
動
脈
瘤
治

療
も
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

心
疾
患
に
目
を
向
け
る
と
、
不
整
脈
の
原

因
と
な
る
刺
激
伝
導
路
異
常
に
対
す
る
焼

灼
治
療
、
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
に
対
す
る
バ

ル
ー
ン
、ス
テ
ン
ト
治
療
は
も
ち
ろ
ん
、
近

年
進
歩
が
著
し
い
心
臓
弁
膜
症
、
心
房
中

隔
欠
損
症
、
閉
塞
性
肥
大
型
心
筋
症
や
慢

性
肺
血
栓
塞
栓
症
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
症
例
数
と

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

足
の
動
脈
が
動
脈
硬
化
症
な
ど
で
狭
く
な

り
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
末
梢
動
脈
疾

患
も
、
低
侵
襲
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
積
極

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
血
管
の
専
門
医
に

よ
り
総
合
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
治
療
介
入

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
脾
臓
や
腎
臓
、

様
々
な
部
位
の
末
梢
血
管
の
動
脈
瘤
も
画

画
像
下
治
療（
I
V
R
：
イ
ン
タ
ー
ベ
ン

シ
ョ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
）は
進
歩
の
著
し

い
低
侵
襲
治
療
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

I
V
R
と
は
、
画
像
診
断
に
用
い
ら
れ
る

超
音
波
装
置
、
C
T
、
放
射
線
透
視
・
撮

影
装
置
を
用
い
て
、
瞬
時
に
画
像
解
釈
し

な
が
ら
カ
テ
ー
テ
ル
ま
た
は
細
い
針
を
治

療
部
位
に
進
め
て
行
う
身
体
に
優
し
い
治

療
で
す
。
本
年
2
月
4
日
血
管
造
影
室

が
移
転
、
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
最
新
の

画
像
診
断
装
置
と
習
熟
し
た
ス
タ
ッ
フ
の

も
と
、
放
射
線
診
断
科
、
循
環
器
内
科
、

脳
神
経
外
科
、一
般
・
消
化
器
外
科
血
管

班
、
小
児
科
な
ど
多
く
の
診
療
科
が
お

診
療
科
連
携
に
よ
る

低
侵
襲
治
療
を

実
現
し
て
い
ま
す

画
像
を
見
な
が
ら
行
う
低
侵
襲
治
療
、

そ
れ
が
画
像
下
治
療
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）
で
す

互
い
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

I
V
R
が
実
施
で
き
る
体
制
が
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

慶
應
病
院
の
特
徴
は
、
各
診
療
科
が
個
々

に
高
い
レ
ベ
ル
の
診
療
を
行
え
る
こ
と
に
加

え
て
、
診
療
科
間
の
連
携
が
良
い
こ
と
で

す
。一つ
の
診
療
科
が
自
身
の
経
験
だ
け
で

判
断
を
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
診
療
科

内
外
の
専
門
家
の
助
言
に
耳
を
傾
け
、
協

力
し
あ
い
な
が
ら
最
適
な
診
療
を
行
い
ま

す
。
必
要
な
時
に
他
科
の
医
師
に
気
軽
に

相
談
で
き
る「
コ
ン
サ
ル
ト
の
文
化
」、
診

療
科
の
垣
根
を
越
え
た「
優
れ
た
専
門
医

に
よ
る
診
療
」、
そ
の
二
つ
が
慶
應
病
院
の

像
下
に
繊
細
な
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
行
っ
て

お
り
、国
内
の
指
導
的
立
場
に
あ
り
ま
す
。

肝
臓
が
ん
や
喉
頭
が
ん
な
ど
の
悪
性
疾
患

に
対
す
る
I
V
R
治
療
も
、や
は
り
優
れ

た
技
術
を
も
つ
専
門
医
に
よ
り
実
施
さ
れ

ま
す
。
複
数
診
療
科
に
よ
る
合
同
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
、
患
者
さ
ん
個
々
の
病
状
を
検
討

し
、
I
V
R
治
療
が
最
適
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
、い
か
な
る
I
V
R
も
提
供
で
き

る
体
制
を
維
持
し
て
い
る
当
院
は
、
国
内

有
数
の
医
療
機
関
で
す
。

血
管
造
影
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
て
の
分
野
に

お
い
て
、
最
高
レ
ベ
ル
の
診
療
を
患
者
さ
ん

が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

多目的装置（IVR-CT システム ）

脳血管領域

多目的装置

心疾患領域

受付

February 2019 ISSU
E  /  Vol.07

す
ゝ
め

す
ゝ
め

0405

February 2019 ISSU
E  /  Vol.07

診
療
科
連
携
に
よ
る
低
侵
襲
治
療
を
実
現
し
て
い
ま
す

診
療
科
連
携
に
よ
る
低
侵
襲
治
療
を
実
現
し
て
い
ま
す



患者さんにとって
よりよい病院を目指して

みなさまからの評価やお声を活かして、病院運営の改善を推進していきます

2018年度患者さん満足度調査結果より

患者さんの様々なご相談をお受けしています

当院では、2015 年度から毎年外来患者さんと入院患者さんを対象にアンケート調査を行っております。

2018 年度も多くの貴重なご意見を頂戴することができました。ご協力いただいたみなさまには、御礼申し

上げます。

2015 年度・2018 年度の調査結果を比較し、当院が改善に向けて取り組んできたことをご紹介いたします。

調査の概要については院内各所に提示しておりますので、是非ご覧ください。

採血待合い室の環境に対する取り組み

＊�“採血エリア”�“中待ち”�“外待ち”エリアを明確化

＊採血整理番号順にエリア移動をスムーズ化

＊待合いスペースと椅子の増設

＊採血ブースの増設と、採血台の増設

　�「待ち時間が減った」「流れがスムーズになった」

というお声を多くいただくようになりました。

受付に対する取り組み

＊�ブロック受付導入による受付対応の充実

＊�クラスター医療の推進

＊�待合いスペースと椅子の増設

＊�15分前受付による待ち時間の自由度を確保

＊�外来待ち状況照会機によるメール案内

＊�番号呼出しによるプライバシーの保護

＊�診療費後払いシステムの運用開始

お薬のお渡しに対する取り組み

＊�レーン制の導入

＊�薬剤部の中の動線を見直し待ち時間を短縮

＊�よりきめ細かな服薬指導

　�お薬の待ち時間については、当院で計測した

データ結果からも短縮されていることが実証さ

れています。

※クラスター医療：からだの部位別や治療目的別などで、す
べての職種が協力し質の高いチーム医療を展開すること。

外来の改善に取り組んできたこと

2018年 2015年

身だしなみ

態度や言葉遣い

患者の訴えを聞く

プライバシー配慮

予約

受付

待ち時間

医師・看護師の説明

採血待合室の環境

画像検査

お薬のお渡し

設備や環境

全項目

《外来》2015年度・2018年度の患者満足度比較

入院のお食事・栄養相談

入院中のお食事は、日本人の食事摂取基準2015年版（厚

生労働省）に基づき、常食では、塩分を1日8ｇ未満に抑

えています。梅干1個（10ｇ）の塩分が約2ｇに相当しま

すので、塩分の少ないお食事ですが、薄味でも美味しく召

し上がっていただけるよう、献立作成や調理で工夫をし

ています。

患者満足度調査では、「温かいものは温かく、冷たいもの

は冷たくて配慮されている」というご意見をいただき、再

加熱カート（温冷配膳車）の導入が評価を得ており

ました。

満足していただける食事が提供できるよう、患者さんの

ニーズを把握しながら、食事内容の改善に取り組んで参

ります。

今後の課題と取組み
院内の待ち時間

外来部分では特に「待ち時間」の解消が大きな課題となっ

ておりましたので、受付をクラスター別にブロック化す

るなど、きめ細かい対応を目指しました。中でも「薬のお

渡し」では、「お薬の少ない患者さん用」と「お薬の多い患

者さん用」に受け取り窓口を二つに分けたレーン制を導

入したことが、患者さんの待ち時間の短縮につながりま

した。これらの取り組みにより、患者さん満足度の「待ち

時間」に関連する項目に改善傾向が見られましたが、まだ

まだ課題として認識しております。新病院棟（１号館）の

開院に伴い、今回のアンケートでは設備や環境が改善さ

れたとの評価もいただいておりますが、今後も引き続き、

ご指摘いただきました事項について、継続して改善でき

るよう努めて参ります。

栄養相談室
開設時間：9：00～16：30（月～金）　　

9：00～15：30（土）
場　　所：１号棟２階（メモリークリニック横）

■予約制（医師のオーダーが必要です）
■相談費がかかります
■患者さんの病態やライフスタイルに合わせて、
�����管理栄養士による個別の相談を行っています。

おくすり相談（お薬お渡し窓口）
開設時間：8：40～19：00（休診日を除く）
場　　所：正面玄関左横

■お薬受取の際ご相談ください。
　・受取時のご要望
　　（ホチキス留めをやめて欲しい、など）
　・妊婦、授乳婦のお薬のご相談
　　（回答は別日になります）
※「お薬相談室」は不定期のご案内となります。

がん相談支援センター
開設時間：9：00～17：00（平日）
場　　所：２号館１階（エスカレーター横）

■電話相談：０３-５３６３-３２８５（直通）
■対面相談（予約が必要です）
　※ご相談の目安は30分/１回です
■対象者：当院のがん患者さん・ご家族、地域にお住まいの
　方々、地域の医療機関
　・�がんになると、医療・療養・生活面等で様々な疑問、悩み、
不安が生じてきます。がん専門相談員専任スタッフが皆
様のお話を伺い、さまざまな情報を提供し、解決に向け
ての道筋を共に考えていきます。

患者総合相談窓口
開設時間：8：40～16：30（休診日を除く）
場　　所：正面玄関右横にあります。

■予約は不要です
■迷ったり、悩んだり、分らなかったり、困ったときにご相談
　ください。また病院へのご意見・ご要望もお寄せください。

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

75％
57％

55％
42％

78％
46％

76％
50％

メニュー＜常食３＞

【751kcal　塩分2.8g】

・ご飯

・中華スープ

・油淋鶏（ユーリンチィ）

・キャベツの胡麻和え

��かぶのカニあんかけ

・ほうじ茶
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5・6 階 病棟〈 全室個室 〉
周囲には新宿御苑、明治神宮外苑などの緑に囲まれた環境のもと、5 階（31
室 ）、6 階（27 室 ）の全病室が個室を配置し、医療連携推進部と病棟スタッフ、
コンシェルジュが入院予約から退院まで一貫し、きめ細かな安心できる医療
サービスを提供します。

1 階　ラウンジ　　落ち着いた空間でお過ごしいただけます。

3 号館 外観

３
号
館
（
南
棟
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

静
か
な
療
養
環
境
で
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と

先
進
医
療
を
推
進
す
る
３
号
館
（
南
棟
）
が
再
稼
働

1 号館　移転・オープンのご案内
今後もさまざまな移転 ･ 移動やリニューアルオープンを予定しております。適宜お知ら
せやご案内をいたしますが、ご不明な点はお気軽に病院スタッフへお声がけください。

■ 1号館連絡通路　1階部分 ※写真右

■ 1号館3階　3C受付 <検査（筋電図・脳波・肺機能・神経機能・血管）/臨床遺伝学センター>
■ 1号館4階　４Ｅ受付 <血管造影室>

●2019年2月4日（月）オープン

■ 1号館2階　待合　　　　■ 1号館4階　ICU待合
■ 1号館5階　手術待合　　■ 1号館6階　待合

●2019年2月中にオープン予定

眼科は 2 号館 2 階から、歯科・口腔外科は 2 号館 3 階から移転し、診察室や検査室などを
一新。新国立競技場側の窓に配置した待合スペースは「 明るい雰囲気になった 」と好評
をいただいています。

4 階　眼科外来、
歯科・口腔外科外来

2012 年 8月に開設した3 号館（ 南棟 ）は、“ 静かな環境での療養 ”と“ワンランク上の医療サービスの提供 ” をコンセプトに、ゆったりと治療を受けられる落ち着いた環境を整えてきました。
2018 年 11月より、4 階に「 眼科 ( 4 Ｗ ) 」、「 歯科・口腔外科 ( 4Ｘ) 」が移転しました。その移転工事のため 閉鎖していた5 階・6 階の病棟が再開しました。
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医
師
が
お
薬
を
処
方
し
て
か
ら
患
者
さ

ん
に
お
渡
し
す
る
ま
で
、
調
剤
室
で
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
患
者
さ
ん
の
目

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
多
く
の
薬
剤
師
が

関
わ
り
、
時
に
は
医
師
と
議
論
を
し
な
が

ら
お
薬
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
剤
部
に
処
方
せ
ん
が
届
く
と
、ま
ず
薬

剤
師
に
よ
り
処
方
内
容
の
チ
ェッ
ク
が
始

ま
り
ま
す
。
年
齢
や
体
重
、
血
液
検
査
の

結
果
な
ど
を
も
と
に
一
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
た
投
与
量
を
検
討
し
、
服
用
方
法
が

適
切
か
、
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
問
題
が

な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

処
方
内
容
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
後
は
、
お
薬
の
取
り
間
違
い
を
防
ぐ

た
め
、
お
薬
の
シ
ー
ト
や
ラ
ベ
ル
に
印
刷
さ

れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
専
用
の
機
械
で

読
み
取
り
な
が
ら
お
薬
を
準
備
し
て
い

き
ま
す
。
お
薬
の
準
備
が
一
通
り
終
わ
っ

た
ら
、
再
度
、
別
の
薬
剤
師
が
処
方
せ
ん

の
内
容
や
準
備
さ
れ
た
お
薬
に
間
違
い
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

最
後
に
、
お
薬
の
渡
し
間
違
い
を
防
ぐ
た

め
、
外
来
の
薬
剤
部
窓
口
で
は
患
者
さ

ん
ご
自
身
に
お
名
前
を
名
乗
っ
て
い
た
だ

き
、
お
薬
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
特
に

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ

れ
、
胸
部
な
ど
の
Ｘ
線
撮
影
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
お
馴

染
み
の「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
は
、
実
は
Ｘ
線
を

発
見
し
た
博
士
の
お
名
前
で
す
。
博
士
が

人
類
で
初
め
て
Ｘ
線
写
真
を
撮
影
し
、
放

射
線
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
人
体
を
解

剖
せ
ず
に
体
内
の
情
報
が
得
ら
れ
る
画
像

診
断
は
、
医
学
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。
当
院
で
は
Ｘ
線
に
よ
る
単

純
撮
影
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
消
化
管
造
影
、

骨
塩
定
量
、
C
T
を
は
じ
め
、
超
音
波
、

磁
気
を
利
用
し
た
M
R
I
、
放
射
性
同
位

元
素
を
用
い
た
P
E
T
・
S
P
E
C
T
と

様
々
な
画
像
検
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
診
療
放
射
線
技
師
は
、こ
れ
ら
画

像
検
査
の
専
門
技
術
者
と
し
て
画
像
診
断

を
支
え
て
い
ま
す
。

放
射
線
は
診
断
だ
け
で
は
な
く
、
治
療
に

も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療

は
外
科
手
術
、
化
学
療
法
と
と
も
に
、が
ん

治
療
の
三
本
柱
で
す
。
放
射
線
技
師
は
治

療
時
の
照
射
に
加
え
て
、
治
療
方
針
や
計

画
の
確
認
、
照
射
方
法
の
検
討
な
ど
で
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。
安
全
を
確
保
し
、患
者

さ
ん
に
正
確
な
治
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、

機
器
の
精
度
管
理
も
重
要
な
仕
事
で
す
。

注
意
が
必
要
な
お
薬
や
使
い
方
が
わ
か

り
に
く
い
お
薬
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
師
よ

り
患
者
さ
ん
に
お
声
が
け
を
し
て
説
明

し
て
い
ま
す
。

入
院
中
の
お
薬
は
薬
剤
師
が
患
者
さ
ん

ご
と
に
処
方
歴
を
管
理
し
て
、
効
果
や
副

作
用
、
飲
み
合
わ
せ
な
ど
を
チ
ェッ
ク
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ
出
向
い

て
お
薬
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
ご
不

安
な
こ
と
な
ど
を
お
伺
い
し
て
少
し
で
も

安
心
し
て
お
薬
を
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
お
薬

を
ご
使
用
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
を

胸
に
、一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ

て
お
薬
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
も
し
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
ご
不
安
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
薬
剤
師
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
医
師
や
看
護
師
な
ど
他
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
連
携
し
、
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る

質
の
高
い
、
安

全
で
安
心
な
医

療
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
薬
剤

師
一
同
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

慶
應
病
院
は
大
学
病
院
と
し
て
、
様
々
な

機
能
や
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
当
院

で
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
も
チ
ー
ム
と
し

て
放
射
線
技
師
は
参
加
し
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
医
療
へ
貢
献
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
検

査
や
治
療
だ
け
で
な
く
、
医
療
人
の
育
成

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
最
新
の
医

療
に
つい
て
の
学
習
や
、
研
究
、
学
会
活
動
、

専
門
認
定
資
格
の
取
得
な
ど
を
奨
励
し
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患

者
さ
ん
に
検
査
や
治
療
に
安
心
し
て
臨
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
が
内
容
を

理
解
し
、ご
納
得
い
た
だ
く
事
が
重
要
と

考
え
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
や
接
遇
に
つ

い
て
も
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
多
く
の
患
者
さ
ん
が
画
像
検
査

を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
症
状

を
医
師
が
的
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
私

た
ち
放
射
線
技
師
は
放
射
線
診
断
科
医
と

協
働
し
、
検
査
の
特
徴
を
活
か
し
た
正
確

な
画
像
情
報
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
私
た
ち

の
励
み
に
な
り
、
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も

ご
指
摘
く
だ
さ
い
。
今
後
も
よ
り
一層
安
心

で
安
全
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

正確な画像情報の提供を目指しています

診療放射線技師

薬剤師

安 心 し て お 薬 を ご 使 用 い た だ く た め に
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外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

Information

「 すゝめ 」Vol. 07 　2019 年 2 月 15 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: http://www.hosp.keio.ac.jp/

患者さんとご家族、ご友人を対象としたセミナー・交流会を定期的に開催しています。
どなたでもご参加いただけます。（ 参加費・無料 ）

2019年4月30日（火）・5月1日（水）・5月2日（木）は診療を行います。
2019 年のゴールデンウィークは、「 天皇の即位の日 」と「 国民の祝日 」に挟まれる日が休日となりますが、慶應病院では、4 月 30 日（ 火 ）、
5 月 1 日（ 水 ）、5 月 2 日（ 木 ）を診療日といたします。

患者サロン開催予定

これまでアレルギー疾患に対しては、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、アレ
ルギー性結膜炎、アレルギー性鼻炎、気管支喘息など数多くの症状に対して、皮
膚科、小児科、眼科、耳鼻咽喉科、呼吸器内科、消化器内科など複数の診療科
が個別に診療を行ってきました。そのため、複数のアレルギー疾患を合併してい
る患者さんは、それぞれの診療科を受診しなければなりませんでした。また、重
症アレルギー疾患を抱えた思春期患児の成人診療科への移行も検討課題となっ
ています。アレルギーセンターは、各診療科の高い専門性を維持しながら、診療
科の垣根を越えた連携を行い、患者さんがより質の高い最新のアレルギー診療を
受けられることを目標に開設されました。

〈 外来予約センター〉電話番号：03 - 3353 - 1257
＊ご予約の際には、「 アレルギーセンター（ 診療科名 ）」とお伝えください。 
  （ 診療科名：皮膚科、小児科、眼科、耳鼻咽喉科、消化器内科、呼吸器内科 ）

アレルギーセンターの開設

アレルギーセンター初診のご予約

午前8時40分〜午後12時00分、午後1時00分〜午後4時00分
（平日）午後3時00分〜午後7時00分 
（土・休日）午後1時00分〜午後7時00分

日曜日、第1・3土曜日 / 国民の祝日・休日 /
年末年始（12月30日〜1月4日） / 慶應義塾の休日（1月10日、4月23日）

日程 テーマ 形式 時間

3月5日（火）
がん薬物治療中のスキンケア
～（頭皮や爪含む）を守りましょう～

講義＋交流会 午後2時００分 ～ 午後3時3０分

5月29日(水）
がん患者さん・家族の心のケア
～マインドフルネスを活かす～

講義＋交流会 午後2時3０分 ～ 午後4時0０分

外来受診後の料金計算・会計をお待たせしない｢エクスプレス会計｣

当院では 2018 年 5 月よりライフカード㈱と提携し、クレジットカード ｢KEIO MED EXPRESS 
CARD｣ の発行を始めております。外来受診時にこのカードで支払う旨をお伝えいただくことで、
診療後の料金計算・会計を待たずに帰宅することができる ｢エクスプレス会計｣ がご利用できます。

好酸球性肉芽腫性血管炎
アレルギー性気管支肺真菌症

好酸球性肺炎
好酸球性食道炎
好酸球性胃腸炎

呼吸器内科・消化器内科

耳鼻咽喉科

小児科
（15 歳以下 ）

皮膚科

眼科

アレルギー性鼻炎
好酸球性副鼻腔炎
口腔アレルギー
好酸球性中耳炎

ANCA 関連中耳炎

季節性アレルギー性結膜炎
通年性アレルギー性結膜炎

アトピー性角結膜炎
春季カタル

巨大乳頭結膜炎

蕁麻疹
接触皮膚炎

食物アレルギー
アトピー性皮膚炎

喘息

■ 開催場所 :３号館南棟 1 階 ラウンジ　　■ お申し込み ･ お問い合せ：がん相談支援センター 03 - 5363 - 3285（ 直通 ）

※院内でお薬を受け取る方は、お薬の用意ができるまでお待ちいただくことになります。
※診療費はクレジットカードの利用明細情報でのご確認となります。
※領収証と診療明細書は、受診日の翌日午後以降（ 時間外・休診日は除く）に会計窓口にて発行可能です。

ご相談・ご入会は、受付ブースを設けて
おりますのでお気軽にお立ち寄りくださ
い（2 号館 1 階エスカレーター向かい、
1 号館 1 階案内カウンター向かい ）

■ エクスプレス会計の流れ　

ご帰宅
院内処方のある

患者さんはお薬を
受取ってください。

自動再来受付機
（初再診受付）

ブロック受付
診察券とKEIO MED 
EXPRESSCARDを

ご提示ください。

診療
ブロック受付

診察終了後、
お立ち寄りください。
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